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1.   組織の概要

【 事 業 所 名 】 三勝電機 株式会社

【 代 表 者 氏 名 】 代表取締役社長　福島　裕和

【 所 在 地 】  本　　社 〒804-0081　福岡県北九州市戸畑区千防三丁目20番16号

福岡営業所 〒810-0011　福岡県福岡市中央区高砂一丁目15番28号

　　　　　　

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

環境管理責任者氏名　　磯貝　康信

連絡先　　　　　　　　TEL：（093）882-1553（代）　／　 FAX：（093）882-1554

　  　　　　　　　　　 E-mail：info@sanshou.co.jp

【 事 業 活 動 内 容 】

電気工事業、管工事業、機械器具設置工事業、電気通信工事業、消防施設工事業における施工管理及び施工業務

〈建設業許可〉

許可番号　　　　　福岡県知事　許可（特-1）第112341号

許可の有効期限　　2024年（令和6年）5月14日

建設業の種類　　　電気工事業、電気通信工事業、消防設備工事業

【 事 業 規 模 】

設立年月日：1963年（昭和38年）8月23日

資本金　　：2,500万円

完成工事高：26，300万円（2022年10月～2023年9月）

総従業員数：16名（2023年9月30日現在）

事業所延べ床面積　：本社　　　　735.9㎡ 　／　福岡営業所　 26.5㎡

　　　　　　　　　　　　　　

2.   対象範囲

【対象範囲（認証・登録範囲）】　全組織・全活動
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３．環境経営方針

〈環境経営方針〉

三勝電機株式会社は、電気設備工事を通じて環境に配慮した事業活動を行い、
運命共同体の同志として従業員一人ひとりが地球環境について考え、
安全と健康を第一に、住みよい地球と豊かな社会の発展に向けて継続的改善を推進します。

〈基本方針〉

１．節電やガソリン使用量の削減を進め、二酸化炭素排出量を削減し、地球温暖化防止に努めます。
　
２．省資源で仕事を進め、廃棄物の発生量を抑制するとともにリサイクルの推進に努めます。
　
３．節水を進め、排水量の削減に努めます。

４．常に技術向上を意識し、社会の発展に継続的に貢献できるよう努めます。

５．環境関連法規等を遵守します。

６．内外に環境改善への活動を約束し、環境コミュニケーションを通じて公表します。
　

社内には環境経営方針を掲示して、全従業員にエコアクション２１環境経営システムの取組を徹底します。

制定日　2022年4月1日
三勝電機株式会社
代表取締役社長　福島 裕和
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４．環境管理実施体制

　　エコアクション２１実施体制図

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な設備・費用・時間・人を用意

　代表者 ・環境管理責任者を任命

福島　裕和 ・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営レポート承認

・環境経営システムを構築・運用する

・環境経営目標及び環境経営計画を作成

・環境経営の取り組み結果を代表者へ報告

・環境経営レポートのチェック

・エコアクション推進の事務局

・環境経営システムにおける文書類の作成・管理

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポート作成

・環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況の確認と報告

・自部門における環境経営システムの運用

・自部門の問題点の発見・是正・予防処置

・環境上の緊急事態を想定し対応策を定め、定期的に試行・訓練を行う。

・自部門に関連する法規制等を順守する

・自部門の教育・訓練を実施する

・環境経営方針を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営システムの自主参加

（工事部）
（総務部）
（営業部）

（福岡営業所）

全従業員

工事部
（12名）

総務部
（2名）

営業部
（1名）

役割・責任・権限

代表者

 EA２１事務局

代表取締役社長　福島　裕和

環境管理責任者

 環境管理責任者
EA２１事務局

本社
福岡営業所
（１名）
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５．環境経営目標と当期の目標対実績と判定、及び次期以降の環境経営目標

（活動期間 60期：2021年10月1日～2022年9月30日）

過去の実績 当期の目標対実績と判定 次期以降の環境経営目標

56期 57期 58期 59期 60期 当期：61期 61期 62期 63期 64期 65期 66期 67期 68期

実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 2030年目標

削減実績／削減目標（56期比） -13% -39% -30% -40% -36% -34% -35% -36% -37% -38% -39% -40% -41%

削減実績／削減目標（前期比） -13% -29% 15% -15% 7% -1.5% -1.5% -1.6% -1.5% -1.5% -1.7% -1.6% -1.6%

１．二酸化炭素排出量の削減 43,820 37,941 26,902 30,832 26,081 29,409 27,982 -36% 〇 28,982 28,554 28,087 27,660 27,232 26,766 26,338 25,910

（1）電気使用量削減 17,168 12,984 12,440 13,733 11,457 9,247 9,831 -43% × 9,112 8,978 8,831 8,697 8,562 8,416 8,281 8,147

本社本社（九州電力） 11,305 9,089 9,359 10,662 10,741 8,552 9,276 -18% × 8,428 8,304 8,168 8,044 7,919 7,784 7,659 7,535

福岡営業所福岡営業所（九州電力） 918 649 496 516 510 694 554 -40% 〇 684 674 663 653 643 632 622 612

広島営業所広島営業所（中国電力） 4,944 3,246 2,586 2,555 206 広島営業所：2021年12月31日で廃止

（2）ガソリン使用量削減 22,511 21,151 11,140 13,790 11,507 17,030 15,416 -32% 〇 16,782 16,534 16,264 16,017 15,769 15,499 15,251 15,004

本社本社 1,670 962 799 3,076 1,121 1,263 1,383 -17% × 1,245 1,226 1,206 1,188 1,170 1,150 1,131 1,113

現場現場 20,842 20,189 10,340 10,713 10,387 15,767 14,034 -33% 〇 15,537 15,308 15,058 14,829 14,600 14,349 14,120 13,891

（3）軽油使用量削減 4,141 3,806 3,322 3,310 3,117 3,133 2,735 -34% 〇 3,087 3,042 2,992 2,946 2,901 2,851 2,805 2,760
-24.4% -25.5% -26.6% -27.8% -28.9% -30.0% -31.2% -32.3% -33.4%

（1）電気使用量削減 40,716 31,135 30,192 33,537 29,311 23,771 25,272 -38% × 23,425 23,079 22,702 22,357 22,011 21,634 21,288 20,943

本社本社（九州電力） 29,062 23,365 24,058 27,408 27,612 21,985 23,847 -18% × 21,666 21,346 20,997 20,678 20,358 20,009 19,690 19,370

福岡営業所福岡営業所（九州電力） 2,360 1,668 1,274 1,326 1,311 1,785 1,425 -40% 〇 1,759 1,733 1,705 1,679 1,653 1,625 1,599 1,573

広島営業所広島営業所（中国電力） 9,294 6,102 4,860 4,803 388 広島営業所：2021年12月31日で廃止

（2）ガソリン使用量削減 9,703 9,117 4,802 5,944 4,960 7,340 6,645 -32% 〇 7,234 7,127 7,010 6,904 6,797 6,681 6,574 6,467

本社本社 720 415 344 1,326 483 544 596 -17% × 536 529 520 512 504 495 488 480

現場現場 8,983 8,702 4,457 4,618 4,477 6,796 6,049 -33% 〇 6,697 6,598 6,491 6,392 6,293 6,185 6,086 5,987

（3）軽油使用量削減 L 1,605 1,475 1,288 1,283 1,208 1,214 1,060 -34% 〇 1,197 1,179 1,160 1,142 1,124 1,105 1,087 1,070

２．廃棄物排出量の削減 ｔ 1.95 2.20 1.50 1.21 7.86 1.48 2.37 21% × 1.46 1.43 1.41 1.39 1.37 1.34 1.32 1.30

３．水使用量の削減 220 192 160 184 153 140 103 -53% 〇 146 143 141 139 137 134 132 130

本社 181 172 146 164 144 140 103 -43% 〇

広島営業所 39 20 14 20 9 広島営業所：2021年12月31日で廃止

４．SDGsへの取り組み

（経済）現場遠隔支援システム導入 台 9 9 9 100% 〇 9 9 14 14 14 20 20 20

（社会）腹部エコー検査率 ％ 12% 12% 41% 343% 〇 80 90 100 100 100 100 100 100

※化学物質の使用頻度・量ともに少量のため目標には掲げませんが、使用の際は法令に基づき適正管理します。

※下請現場事務所の電力・水使用量、産業廃棄物排出量は含まれていませんが、発注元（ISO14001取得企業、官公庁など）の環境基準に従っています。

※二酸化炭素排出係数は環境省のHPより、九州電力・中国電力は「電気事業者別調整後排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R３年度実績－ R5.1.24環境省・経済産業省公表、R5.6.20一部修正」を、

　ガソリン・軽油は「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」の数値を使用しました。（九州電力：0.389、中国電力：0.532、ガソリン：2.32、軽油：2.58）

※広島営業所：2021年12月31日で廃止

m³
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【長期（68期）目標数値の算出根拠】

2021年4月22日 日本政府は2030年までの二酸化炭素削減目標を2013年比46％減とする新目標を発表しました。また、50％削減の高みを目指すとも補足しました。三勝電機にとって2013年にあたる

51期（2012.10.1～2013.9.30）で排出した二酸化炭素量はわかりませんでしたが、本社事務所の照明器具をLED照明に変える前の55期（2016.10.1～2017.9.30）の電力使用量は41,006kwhでした。

以上のことを踏まえ、エコアクション21を始める以前では本社電気使用量以外大きく変わっていないと仮定し、56期実績をベースに本社の電気使用量だけ55期の41,006kwhにした数値を仮想51期と考え、

仮想51期比46％減（二酸化炭素排出量 25,408㎏‐CO2）及び本社電気使用量を仮想51期比50％以上削減（20,000kwh以下）を68期（2029.10.1～2030.9.30）の目標としました。

また、当期61期は前期60期実績より7％増になってしまいましたが、引き続き毎年1～2％削減を目指します。

【現状の把握】社内の主な電気製品

仮想51期

仮想51期比 2020年設置 2020年買替 2021年取替

-46.5% 加湿器 パソコン コピー機

１．二酸化炭素排出量の削減 43,820 48,466 25,910

（1）電気使用量削減 17,168 21,814 8,147

本社本社（九州電力） 11,305 15,951 7,535

福岡営業所福岡営業所（九州電力） 918 918 612 2021年取替2022年買替 2022年取替

広島営業所広島営業所（中国電力） 4,944 4,944 - 換気扇 電気ケトル 固定電話 携帯電話 シュレッダー 冷蔵庫 自販機 ｳｫｼｭﾚｯﾄ

（2）ガソリン使用量削減 22,511 22,511 15,004

本社本社 1,670 1,670 1,113

現場現場 20,842 20,842 13,891

（3）軽油使用量削減 4,141 4,141 2,760 洗濯機 掃除機 食器乾燥機 テレビ 電子レンジ

-33.4%

（1）電気使用量削減 40,716 52,660 20,943

本社本社（九州電力） 29,062 41,006 19,370

福岡営業所福岡営業所（九州電力） 2,360 2,360 1,573

広島営業所広島営業所（中国電力） 9,294 9,294 - 扇風機 足元ﾋｰﾀｰ 電気ｶ^ﾍﾟｯﾄ

（2）ガソリン使用量削減 9,703 9,703 6,467

本社本社 720 720 480

現場現場 8,983 8,983 5,987

（3）軽油使用量削減 L 1,605 1,605 1,070

２．廃棄物排出量の削減 ｔ 1.95 1.95 1.30

３．水使用量の削減 220 220 121

本社 181 181

広島営業所 39 39

４．SDGsへの取り組み - -

（経済）現場遠隔支援システム導入 台 - -

（社会）腹部エコー検査率 ％ - -

※ 51期：2012.10.1～2013.9.30

55期：2016.10.1～2017.9.30

56期：2017.10.1～2018.9.30

68期：2029.10.1～2030.9.30

2018年LED化/取替 2020年設置

照明器具／エアコン 防犯カメラ

㎏‐CO₂

二
酸
化
炭
素
排
出
量

使
　
用
　
量

kWh

　56期
　実績

L

m³

環境経営目標 単位
56期

（実績）

68期
2030年

目標56期実績を
ベースに本社
電気使用量だ
け55期実績に

した数値

事務所

40%

現場

60%

電気（本社）

33%

電気（福岡営）

2%

ガソリン（本社）

5%ガソリン（現場）

50%

軽油（現場）

10%

二酸化炭素排出割合

61期（2022.10.1～2023.9.30）

【目標】
仮想51期比46％削減

（56期実績比41％削減）

-33％

2021年12月31日で広島営業所が閉鎖されました。

現在の主な二酸化炭素排出元は、本社電気使用量と

現場移動のためのガソリン使用量です。

エコドライブはもちろんの事、上記に示した社内にある

電気製品の使用の仕方を考え、目標に向け無理なく

無駄なく節電に励みます！

内訳

- 5 -



6．環境経営計画及び取組結果とその評価並びに次期の環境経営計画

１．二酸化炭素排出量の削減 （活動期間 61期：2022年10月1日～2023年9月30日）

№ 環境経営計画 取組結果 61期全体評価 次期の環境経営計画（達成手段）

1 ｴｱｺﾝのﾌｨﾙﾀｰ掃除（月1～2回） ｴｱｺﾝのﾌｨﾙﾀｰ掃除（月1～2回）

2 不要な照明の消灯 不要な照明の消灯

3 終業後に不要な電気の電源OFF 終業後に不要な電気の電源OFF

1 エコドライブの推進 エコドライブの推進

2 タイヤの空気圧点検 タイヤの空気圧点検

1 分別の徹底 分別の徹底

2 ｼｭﾚｯﾀﾞｰ廃紙、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙは古紙回収へ ｼｭﾚｯﾀﾞｰ廃紙、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙは古紙回収へ

3 両面コピーの徹底 両面コピーの徹底

1 産業廃棄物の適正な処理 産業廃棄物の適正な処理

2 マニフェストの管理の徹底 マニフェストの管理の徹底

1 （経済）柔軟な働き方の普及 1 現場遠隔支援システム導入 〇 一部の現場で実施。定着を目指す。 模擬実施を行い実施現場を増やしていく

2 （社会）健康対策 1 腹部エコー検査率 〇 昨年より受診者が増加。 受診体験者の声を元に周知活動を実施

達成手段

各自で節水

４．SDGsへの取り組み

1 水使用量の削減 1 各自で節水 〇 節水は出来ている。

2 産業廃棄物排出量の削減 〇
ゴミの分別ボックスを設置し、廃棄物の区別を
やりやすくなった。適切な廃棄処分ができてい
る。

３．水使用量の削減

〇 一般廃棄物の適正な処理は出来ている。

1 電気使用量の削減 △

今年の夏は記録的猛暑であり、高温によるサー
バー故障を防ぐ目的でサーバー設置フロアのエ
アコンを休日も稼働させた。このため、電気使
用量があがり節電に至らなかった。別の方法で
節電に繋がる手段も検討。

2 ガソリン・軽油使用量の削減 〇
車両運行記録表にタイヤ空気圧の点検チェック
項目を追加して意識づけをおこない、点検頻度
が上がった。

２．廃棄物排出量

1 一般廃棄物排出量の削減
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7．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 並びに違反、訴訟等の有無 

法的義務を受ける主な環境関連法令等は次の通りです。2023年９月に下記の環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

 また、関係機関からの指摘、利害関係者等からの訴訟もありませんでした。

（活動期間 61期：2022年10月1日～2023年9月30日）

遵守状況

○

○

○

○

○

○

◯：遵守、×：不遵守

8．代表者による全体評価と見直し・指示

　　　　　　　　　　　　　                                                三勝電機株式会社　　　　　　　　　　　　　                                        三勝電機株式会社
　　　　　　　　　　　　　                                                代表取締役社長　福島 裕和　　　　　　　　　　　　　                                        代表取締役社長　福島 裕和

グリーン購入法

地球温暖化対策推進法

　今年の夏は記録的猛暑によりエアコン電力の消費が多かったと思います。これも地球温暖化の進行の影響が考えられるでしょう。環境に配慮した取り組みは先送りできない問題です。ガ
ソリンの使用についても、今年は遠方へ赴く現場が多く、昨年からの削減には至りませんでした。このような時にこそ、エコドライブの取り組みが充分効果を発揮してくると思います。微
力ながら、われわれができることに引き続き取り組み、二酸化炭素排出を少しでも削減できるよう、継続的に取り組んで参りましょう。
　また、よりよい仕事を社会に提供するために、技術面や健康面の向上においても一丸となって取り組んで参りましょう。

主な環境関連法規名

建設リサイクル法
（建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律）

廃棄物処理法
（排出事業者として）

オフロード法
（特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律）

フロン排出抑制法

建設廃棄物の発生抑制とリサイクル推進
特定建設資材廃棄物の分別・再資源化

産業廃棄物処分委託
マニフェストの交付・管理
産業廃棄物の保管基準

主な遵守事項

特定特殊自動車は、排ガス規制対応車、騒音対策車の使用

室外機の圧縮機の電気出力が7.5kW未満のエアコンは、３ヶ月に１回簡易点検

エコ関連商品の選択購入

職場、現場における温室効果ガス排出の抑制等に積極的に取り組んでいる
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９．SDGsへの取り組み

・エネルギー使用量の削減

・エネルギーの脱炭素化

・認証マーク入り商品の購入

・ごみの削減及び

分別、リサイクルの徹底

・物は大切に使い、最後まで使い切る

・長く働きやすい職場環境づくり

・健康対策

・感染症対策の推進

・性別、年齢などを意識させない

ジェンダー平等の促進

・すべてのハラスメント防止

・SDGs経営に取り組む

・テレワーク、リモートによる

柔軟な働き方の普及

・資格取得や講座受講など積極的参加

・QCサークル活動により、

品質改善・向上の継続

　北九州SDGs登録制度に登録しました！

北九州ＳＤＧｓ登録制度とはＳＤＧｓの達成に寄与する市内企業・団体を登録し、その取組みを「北九州市
ＳＤＧｓ未来都市計画」との関連付けを行いながら「見える化」することで、市内企業・団体等のＰＲ及び
ＳＤＧｓの普及・実践を図る制度です。　　　　　　　　（北九州市HP『【第 4 次】応募チラシ』より）

経 済

北九州市は、九州の最北端に位置する国際産業貿易
都市です。
2018年6月、全国で初めての「SDGs未来都市」
及び「自治体SDGsモデル事業」に、他の28自治体
とともに選定されました。SDGsの達成に取り組む
ことで、「『真の豊かさ』にあふれ、世界に貢献
し、信頼される『グリーン成長都市』」を目指して
いきます。
　　　　　　　　　　　　　（北九州市HPより）

重きをおくゴールとその他の取組

環 境

社 会

健康診断に腹部エコー検査を取り入れ、病気の予防

と早期発見・治療により、少子高齢化による医療費

増大と労働力減少の防止に貢献いたします。

2022年4月より、代表取締役社長に福島裕和が就任いたしました。新体制のもと、今期新たに『北九州SDGs登録
制度』に登録、セキュリティアクション「一つ星」を宣言しました。

我々建設業界を取り巻く環境は大変厳しく、特に若者離れによる人手不足が問題視されています。今は多様化が当た
り前の時代。古い価値観や慣習にとらわれることなく、時代の変化に対応できるように柔軟性を養っていくことで、建
設業界に対する世間一般のネガティブなイメージを払拭できるよう、目標達成を目指します。

弊社はSDGsに賛同し、「だれ一人取り残さない」社会の実現に向け、『エコアクション21』及び『北九州SDGs
登録制度』に貢献して行く所存です。

【環 境】

2030年の二酸化炭素排出量を基準年比41％減

及び本社電気使用量を基準年比33％以上削減

（20,000kwh以下）を目標とし、地球環境の保全

に貢献いたします。

SDGs達成に向けた

重点的な取組

現場遠隔支援システムによる未熟練者の業務サポート

体制を整え、確認しながら安心して仕事を進めていけ

るよう、柔軟な働き方の普及に貢献いたします。

CO2排出量

基準年比

30％削減

【経 済】【社 会】

CO2排出量

基準年比

41％削減

腹部エコー

検査率 0％

腹部エコー

検査率 100％

ｼｽﾃﾑ導入･稼働

0台

ｼｽﾃﾑ導入･稼働

20台

2021年 2030年2021年 2030年

2021年 2030年
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